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C ON T E N T S

山県市議会主催
報告会・意見交換会　開催のお知らせ

日時　令和 7 年 2 月 8 日（土）　午後 1 時30分～
場所　富岡公民館

詳しくはＰ. 9 に掲載しています。



● 専決処分案件

承第 3 号 令和 6 年度山県市一般会計補正予算（第 5 号）の専決処分につい
て 承認（全会一致）

● 条例案件

議第74号 山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す
る条例について 可決（全会一致）

議第75号 山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例
の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第76号 山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例について 可決（全会一致）

議第77号 山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第82号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例について 可決（全会一致）

議第83号 山県市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

● 予算案件
議第78号 令和 6 年度山県市一般会計補正予算（第 6 号） 可決（全会一致）
議第79号 令和 6 年度山県市介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 可決（全会一致）
議第80号 令和 6 年度山県市水道事業会計補正予算（第 2 号） 可決（全会一致）
議第81号 令和 6 年度山県市下水道事業会計補正予算（第 2 号） 可決（全会一致）
議第84号 令和 6 年度山県市一般会計補正予算（第 7 号） 可決（全会一致）
議第85号 令和 6 年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） 可決（全会一致）
議第86号 令和 6 年度山県市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） 可決（全会一致）
議第87号 令和 6 年度山県市水道事業会計補正予算（第 3 号） 可決（全会一致）

● その他案件

議第88号 証明書の交付等の事務委託に関する規約の廃止に関する協議につ
いて 可決（全会一致）

議第89号 電子情報処理による戸籍事務の委託に関する規約の廃止に関する
協議について 可決（全会一致）

議第90号 指定管理者の指定について 可決（全会一致）

● 報告案件
報第 8 号 専決処分の報告について ─

議案の審議結果

第 4 回定例会
11月28日～12月19日 

（22日間）
専決処分案件 1 件
条例案件 6 件
予算案件 8 件
その他案件 3 件
報告案件 1 件
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予
算
案
件

【
議
第
84
号
】�

令
和
6
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
7
号
）

Q
有
害
鳥
獣
防
止
柵
設
置
助
成

金
の
対
象
は
。

A
対
象
は
、
主
に
個
人
が
設
置

し
た
鳥
獣
防
止
柵
や
電
気
柵
の

購
入
費
用
で
あ
る
。

Q
有
害
鳥
獣
防
止
柵
設
置
助
成

金
の
申
請
状
況
と
今
後
の
申
請

見
込
み
は
ど
の
よ
う
か
。

A
申
請
後
、
支
払
い
が
完
了
し

て
い
る
も
の
が
27
件
。
申
請
さ

れ
て
い
る
が
支
払
い
が
完
了
し

て
い
な
い
も
の
が
5
件
。
例
年

の
状
況
か
ら
、
3
月
ま
で
に
5

件
ほ
ど
の
申
請
が
あ
る
見
込

み
。

常
任
委
員
会
報
告

総
務
産
業
建
設
委
員
会

　
各
常
任
委
員
会
で
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
審

査
し
ま
し
た
。主
な
質
議
と
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

予
算
案
件

【
議
第
84
号
】�

令
和
6
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
7
号
）

Q
福
祉
医
療
費
と
し
て
、
市
単

子
ど
も
医
療
費
と
重
度
心
身
障

が
い
者
医
療
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
訳
と
補
正
の

理
由
は
。

A
市
単
子
ど
も
医
療
費
の
内
訳

は
、
11
月
か
ら
3
月
ま
で
の
医

療
費
の
見
込
み
額
を
1
・
1
倍

し
、
2
7
2
2
万
2
千
円
と
推

計
し
た
。
10
月
末
の
予
算
残
高

が
2
2
8
7
万
8
千
円
で
あ
る

た
め
、
不
足
し
て
い
る
4
3
4

万
4
千
円
の
増
額
補
正
で
あ
る
。

　
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費

の
内
訳
は
、
11
月
か
ら
3
月
ま

で
の
医
療
費
の
見
込
み
額
を

1
・
05
倍
し
、
8
7
2
3
万
円

と
推
計
し
た
。
10
月
末
予
算
残

高
は
8
3
7
7
万
1
千
円
で
あ

る
た
め
、
不
足
し
て
い
る

3
4
5
万
9
千
円
の
増
額
補
正

で
あ
る
。

　
合
計
7
8
0
万
3
千
円
を
福

祉
医
療
費
と
し
て
計
上
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
不
足
が
生
じ
た
原
因

に
特
定
の
疾
患
や
感
染
症
は
な

か
っ
た
が
、
毎
月
あ
た
り
の
医

療
費
が
当
初
の
想
定
よ
り
増
大

し
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

Q
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
改

修
工
事
費
の
内
容
と
目
的
は
。

A
令
和
7
年
度
か
ら
、
高
富
小

学
校
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
対
象
年
齢
を
、
4
年
生
ま
で

か
ら
5
年
生
ま
で
に
引
き
上
げ

る
。
必
要
と
な
る
教
室
の
増
設

を
行
う
た
め
、
高
富
小
学
校
の

多
目
的
ホ
ー
ル
の
改
修
に
伴
う

経
費
で
あ
る
。
今
後
は
、
高
富

小
学
校
に
2
部
屋
、
高
富
児
童

館
に
2
部
屋
の
計
4
部
屋
で
の

運
営
を
予
定
し
て
い
る
。

厚
生
文
教
委
員
会

Q
生
活
保
護
医
療
扶
助
費
の
内

訳
と
補
正
の
理
由
は
。

A
当
初
予
算
で
は
、
月
額
平
均

9
0
8
万
1
千
円
を
見
込
ん
で

い
た
。
補
正
時
点
の
実
績
に
基

づ
く
月
額
平
均
が
、
が
ん
治
療

な
ど
の
高
額
治
療
費
の
影
響
で

医
療
費
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
り

1
0
1
0
万
3
千
円
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
月
額
1
0
2

万
2
千
円
、
合
計
1
2
2
6
万

4
千
円
の
不
足
が
見
込
ま
れ

る
。
ま
た
、
今
後
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
1
3
0
0
万
円
の
増
額

補
正
と
し
た
。

【
議
第
86
号
】�

令
和
6
年
度
山
県
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

Q
健
診
事
業
委
託
料
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
健
診
の
内
容
や

補
正
す
る
理
由
、
期
待
す
る
効

果
は
。

A
健
診
の
内
容
は
、
問
診
や
身

体
測
定
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
血
圧
、
血

液
、
検
尿
な
ど
で
あ
り
、
生
活

習
慣
病
や
重
症
化
、
フ
レ
イ
ル

の
予
防
を
目
的
に
実
施
し
て
い

る
。
第
3
回
定
例
会
で
の
増
額

補
正
の
見
込
み
以
上
に
多
く
の

人
が
受
診
し
た
た
め
、
追
加
の

補
正
と
な
る
。
受
診
率
の
向
上

は
市
民
の
健
診
に
対
す
る
意
識

が
高
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

採
決
の
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▼
全
会
一
致

　
　
議
第
83
～
86
号
、
議
第
88
～
90
号

採
決
の
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▼
全
会
一
致

　
　
議
第
82
号
、
議
第
84
号
、
議
第
87
号
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所管事務調査報告
総務産業建設委員会（12月10日） （文責　奥田 真也）

厚生文教委員会（12月11日） （文責　田中 辰典）

 野生鳥獣保管用冷凍庫施設
　有害鳥獣を捕獲した場合は、資源化や廃棄物として処理し、搬出
が困難な場合は現場で埋設しなければならない。この施設は、
－30℃で保管するための冷凍庫施設と、鹿であれば約20頭入れるこ
とが可能な大きさの収集運搬用の収集缶を確保したものである。
　令和 5 年10月から実質稼働しており、搬出は令和 6 年12月時点で
5 回とのことである。
　今後もこの施設が稼働をしていくことで、捕獲後の適正処理によ
る利活用につながっていくものと大いに期待できる。

 農業用水利施設の遠隔監視・遠隔操作水門
　さくら公園付近にある農業用水利として活用している唐

か ら

鋤
す き

ゲート
と椎倉ゲートの 2 つの水門を電動化し、監視カメラを設置した。市
役所で映像を見て水量をチェックし、その場で水門の操作が可能と
なっている。手動で操作していた頃は、急きょ職員が雨の中現場に
向かうことになった場合、二次被害が発生しかねない状況であった。
電動化することで、線状降水帯などが発生した場合にも迅速な対応
が可能となり、被害を最小に抑えられるものと考える。

 こどもに関する総合拠点施設
　市役所本庁舎に併設している市保健福祉ふれあいセンター内に、令
和 7 年 1 月からオープンするこどもに関する総合拠点施設を見学した。
　 1 階には移設されたこどもげんきはうすがあり、木の優しい香りが
する木育エリアと広々とした学童エリア、授乳室があった。子どもた
ちが自由に利用できる児童福祉施設であり、遊びを通じて健全育成活
動を行う。また、専門の職員が配置される。さらに 1 階にはこども家
庭センターもあり、妊娠時から子育てまで伴走型でさまざまな専門家
に相談できる体制が作られていた。
　 2 、3 階にはこどもサポートセンターがあり、主に小中学生を対象に、
登校しぶりや発達で気になることの相談窓口が置かれる。 3 階にはここぷれを開設。集団に抵抗感のある多
世代の子どもたちが、いつでも適応支援や学習支援を受けることができる。肯定感や行動活性化、自信、意
欲などの力をつける場であり、その子にあった支援をすることをコンセプトとしている。

▲ 市クリーンセンター敷地内

▲ さくら公園付近にある水門（桜尾地内）

▲ 1 階　こどもげんきはうす

▲ 2 階　こどもサポートセンター ▲ 3 階　ここぷれ
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一
般
質
問

9
人
の
議
員
が
市
政
を
問
う

武藤 行儀 議員

吉田 昌樹 議員
　
　

 

医
療
機
関
窓
口
で
の
本

人
確
認
方
法
は
。

　

 

健
康
保
険
証
や
マ
イ
ナ
保

険
証
、
資
格
確
認
書
、
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
で
行
う
。

　
　

 
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録

解
除
方
法
、解
除
の
申
請
状
況
、

解
除
理
由
は
。

　

 

加
入
す
る
医
療
保
険
者
に

申
請
し
解
除
す
る
。
解
除
申
請

は
11
月
末
時
点
で
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
が

8
件
あ
り
、
制
度
の
不
安
や
マ

イ
ナ
保
険
証
は
必
要
な
い
な
ど

の
理
由
で
あ
っ
た
。

　
　

 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況

は
。

　

 

令
和
6
年
9
月
末
現
在
の

対
象
者
数
9
3
9
5
人
に
対

し
、
10
月
末
現
在
の
接
種
者
数

は
3
7
2
人
、
接
種
率
は
3
・

95
％
で
あ
る
。

　
　

 

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
選

択
可
能
か
。

　

 

現
在
、
各
医
療
機
関
で
接

種
で
き
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
種
類
を
把
握
し
、
被
接
種

者
が
自
ら
種
類
を
選
択
で
き
る

よ
う
な
案
内
は
考
え
て
い
な

い
。
情
報
提
供
す
る
こ
と
は
、

被
接
種
者
が
選
択
肢
を
得
る
た

め
に
重
要
で
あ
る
が
、
医
学
的

な
判
断
は
迷
う
人
が
多
い
。
ワ

ク
チ
ン
は
、
医
療
機
関
と
被
接

種
者
が
相
談
し
決
定
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　
　

 

市
の
取
り
組
み
内
容
は
。

　

 

毎
年
行
っ
て
い
る
ミ
ニ
ミ

ニ
原
爆
展
に
平
和
首
長
会
議
の

資
料
を
展
示
し
た
り
、
実
施
回

数
を
増
や
し
た
り
す
る
な
ど
、

節
目
の
展
示
を
検
討
し
更
な
る

周
知
に
努
め
る
。
他
に
も
、
日

本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
の

被
爆
80
周
年
記
念
事
業
に
、
本

市
の
「
戦
争
の
記
憶
」
を
投
稿

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

 

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

式
で
の
日
本
被
団
協
に
よ
る
演

説
の
所
感
は
。

　

 

改
め
て
非
核
平
和
都
市
を

宣
言
し
た
自
治
体
の
代
表
と
し

て
、
人
類
の
平
和
と
市
民
の
幸

せ
を
願
い
、
二
度
と
核
兵
器
が

使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
平
和

な
世
界
が
恒
久
的
に
続
く
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

-

1

-

1

-

2

-

2

-

3

-

3

　

 

東
海
環
状
自
動
車
道
の
西

回
り
ル
ー
ト
の
山
県
Ｉ
Ｃ
か
ら

大
野
神
戸
Ｉ
Ｃ
間
は
、
令
和
7

年
度
に
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　
企
業
誘
致
は
、
新
た
な
雇
用

の
創
出
や
地
域
産
業
の
集
積
の

形
成
、
税
金
の
増
収
、
Ｕ
タ
ー

ン
者
の
定
住
に
よ
る
人
口
の
増

加
等
、
市
の
歳
入
に
貢
献
す
る

事
業
で
あ
る
。

　
市
の
過
去
5
年
間
の
企
業
進

出
状
況
と
、
今
後
の
企
業
誘
致

対
策
は
。

　

 

過
去
5
年
間
で
市
外
か
ら

4
社
の
企
業
が
進
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
内
に
工
場
の
あ

る
企
業
に
対
し
て
は
、
工
場
等

設
置
奨
励
金
を
交
付
し
て
お

り
、
5
年
間
で
13
社
を
企
業
支

援
し
て
い
る
。

　
企
業
誘
致
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
に
つ
い
て
は
、
年
間
25
件

程
度
あ
る
。
し
か
し
、
市
Ｈ
Ｐ

に
あ
る
企
業
立
地
土
地
情
報

は
、
土
地
所
有
者
の
同
意
や
協

力
に
よ
り
公
開
し
て
い
る
も
の

で
、
市
が
保
有
し
誘
致
で
き
る

工
場
等
の
用
地
は
わ
ず
か
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
比
較
的
規
模

の
大
き
い
案
件
に
つ
い
て
は
土

地
の
確
保
が
難
し
く
、
企
業
誘

致
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
考

え
る
。

　
市
が
保
有
し
て
い
る
武
士
ヶ

洞
工
場
用
地
と
馬
坂
工
場
用
地

の
一
部
に
つ
い
て
は
、
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
工
場
用
地
整

備
事
業
と
し
て
企
業
立
地
を
積

極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
ア

ク
セ
ス
道
路
や
周
辺
道
路
の
整

備
も
行
っ
て
い
る
。
令
和
6
年

度
、
地
権
者
に
対
し
て
行
っ
た

土
地
売
買
に
関
す
る
意
向
調
査

を
基
に
、
本
市
に
興
味
を
持
っ

た
企
業
に
速
や
か
に
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
る
。

Q �企業誘致の促進について
A ��企業誘致に速やかに対応できる�
体制を整える

Q-1�現行の健康保険証の新規発行停止について
A市民や医療機関等に周知していく
Q-2新型コロナワクチンの定期接種について
A接種するワクチンの種類は医師との相談が重要
Q-3被爆80年の2025年、非核平和の取り組みについて
A平和を大切にする気持ちを持ち続けるための周知を行う
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健
康
寿
命
の
延
伸
が
必

要
な
中
、
自
ら
の
健
康
状
態
の

把
握
の
た
め
に
も
定
期
的
な
健

診
の
受
診
や
保
健
指
導
が
有
効

な
手
段
だ
と
考
え
る
。
健
診
事

業
を
無
償
化
と
す
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
そ
の
成
果
と
今
後
の
方

針
は
。

　

 

令
和
6
年
度
の
受
診
状
況

に
つ
い
て
、
11
月
末
の
速
報
値

に
よ
る
と
、
特
定
健
診
の
受
診

率
は
39
・
7
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
健
診
は

1
3
7
7
人
が
受
診
し
、
受
診

率
も
28
・
0
％
と
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
。周
知
に
つ
い
て
は
、

広
報
や
市
Ｈ
Ｐ
を
始
め
、
特
定

健
診
と
後
期
高
齢
者
健
診
の
全

対
象
者
へ
受
診
票
や
健
診
案
内

を
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
6
年
度
か
ら

は
健
診
期
間
中
に
、
人
の
行
動

変
容
を
促
す
ナ
ッ
ジ
理
論
に
基

づ
い
た
受
診
勧
奨
ハ
ガ
キ
の
送

付
も
行
い
、
周
知
や
受
診
行
動

促
進
に
努
め
て
い
る
。今
後
も
、

健
診
の
必
要
性
を
市
民
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
受
診
率
の
向

上
が
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

 

医
療
費
適
正
化
の
中
で

も
多
剤
重
複
投
与
の
問
題
は
、

医
療
費
だ
け
で
な
く
身
体
的
影

響
を
伴
う
恐
れ
が
あ
る
。
今
後

は
、
国
保
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
等

を
有
効
に
活
用
し
、
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
高
齢

化
が
進
む
山
県
市
に
お
い
て
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
今
後
の

方
針
は
。

　

 

重
複
投
薬
・
多
剤
服
用
と

も
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
高

齢
者
に
よ
る
も
の
が
多
く
み
ら

れ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
現
在

の
重
複
多
剤
服
薬
者
に
対
す
る

市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ず

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム

を
用
い
て
対
象
者
を
抽
出
。
国

民
健
康
保
険
は
重
複
服
薬
の
状

況
を
、
後
期
高
齢
者
医
療
は
多

剤
服
薬
の
状
況
を
把
握
す
る
。

対
象
者
を
保
健
師
が
訪
問
し
た

後
、
必
要
に
応
じ
て
薬
剤
師
に

よ
る
訪
問
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

　
令
和
7
年
度
は
、
専
門
家
の

助
言
を
い
た
だ
き
重
複
多
剤
服

薬
に
対
す
る
取
り
組
み
を
し
て

い
く
。

-

1

-

2

河合 雅俊 議員

奥田 真也 議員

Q-1�山県市手話言語条例のその後について
A配慮の必要な人への優しい環境整備を検討する
Q-2公共交通について
A利用状況や地理的条件を踏まえ最適な公共交通を目指す
Q-3カスハラやモンスターペアレントの対策について
Aハラスメント防止に関する規定を検討する

　
　

 

山
県
市
手
話
言
語
条
例

制
定
後
の
取
り
組
み
と
、
庁
舎

内
で
の
環
境
整
備
の
考
え
は
。

　

 

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
市
長
が

手
話
で
あ
い
さ
つ
し
た
り
、
手

話
通
訳
者
を
派
遣
し
た
り
す
る

機
会
を
多
く
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
条
例
の
基

本
理
念
に
基
づ
き
、
手
話
が
言

語
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
手

話
言
語
へ
の
理
解
の
促
進
と
普

及
を
図
り
、
手
話
言
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
や

す
い
環
境
の
構
築
を
目
指
し
て

い
る
。
配
慮
の
必
要
な
人
に
対

す
る
庁
舎
内
の
環
境
整
備
は
必

要
と
考
え
て
お
り
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
関
係
各
課

と
調
整
し
環
境
整
備
を
検
討
す

る
。

　
　

 

公
共
交
通
の
減
便
や
廃

止
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る

中
、
市
に
お
け
る
自
主
運
行
バ

ス
の
今
後
は
ど
の
よ
う
か
。

　

 

自
主
運
行
バ
ス
は
、
特
に

高
齢
者
や
高
校
生
の
利
用
が
多

く
、
市
民
や
来
訪
者
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
地
域
公
共
交
通
を
確
保

し
維
持
す
る
必
要
性
は
ま
す
ま

す
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
必
要
不
可
欠
な
交
通

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
自
主
運
行

バ
ス
の
利
用
実
態
調
査
や
ア
ン

ケ
ー
ト
、
地
域
懇
談
会
で
の
意

見
等
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
全
国

の
先
進
事
例
等
の
情
報
収
集
と

検
討
を
行
い
な
が
ら
、
効
率
的

か
つ
地
域
に
と
っ
て
よ
り
良
い

公
共
交
通
と
な
る
よ
う
整
備
し

て
い
く
。

　
　

 

職
員
を
守
る
た
め
、
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
を

抑
止
す
る
指
針
や
条
例
な
ど
を

制
定
す
る
考
え
は
。

　
 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
は
、

起
き
て
か
ら
対
応
す
る
の
で
は

な
く
、
起
き
る
前
に
対
応
し
て

お
く
べ
き
先
手
行
政
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
市
役
所
に
お
い
て
も
良
好
な

職
場
環
境
を
確
保
す
る
た
め

に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
含
め
た
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
は
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
。
今
後
、
早
い
時
期
に
各
種

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
研
究

し
、
具
体
的
な
指
針
や
条
例
案

の
作
成
に
つ
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
性
質
ご
と
に
実
効
性
の

あ
る
も
の
と
し
て
具
現
化
し
て

い
く
。

-

1

-

2

-

3

Q-1�山県市の健診事業について
A健康寿命の延伸へつながるよう取り組む
Q-2�医療費適正化に向けた取り組みについて
A今後は専門家の助言により取り組んでいく
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Q �ＧＩＧＡスクール端末の利用促進と
更新について

A更なる活用と計画的な更新を図っていく
加藤 義信 議員

川島 亜也 議員
　
　

 

市
が
掲
げ
る
都
市
宣
言

「
水
と
緑
を
大
切
に
、
活
力
あ

る
山
県
市
」
の
理
念
を
市
民
に

周
知
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
か
。

　

 

宣
言
時
か
ら
続
い
て
い
る

周
知
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

み
ん
な
の
げ
ん
き
広
場
内
に
あ

る
宣
言
塔
や
市
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲

載
、
大
型
の
公
用
封
筒
へ
の
印

刷
な
ど
が
あ
る
。そ
の
理
念
は
、

第
3
次
山
県
市
総
合
計
画
及
び

山
県
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
総
合
戦
略
の
愛
称
「
自

然
と
活
力
調
和
プ
ラ
ン
」
に
引

き
継
が
れ
て
お
り
、総
合
計
画・

総
合
戦
略
に
基
づ
く
市
の
施
策

す
べ
て
が
、
都
市
宣
言
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
都
市

宣
言
を
市
民
一
人
一
人
が
認
識

し
、
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い

け
る
よ
う
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
、
特
に
本
市
の
将
来
を
担

う
若
い
世
代
向
け
の
子
育
ち
や

教
育
の
場
を
中
心
に
、
関
係
各

課
と
も
調
整
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

　
　

 

山
県
市
カ
ー
ボ
ン
・
マ

イ
ナ
ス
・
シ
テ
ィ
宣
言
後
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
は
ど
の
よ
う
か
。

　
ま
た
、
現
在
進
め
て
い
る
事

業
は
あ
る
か
。

　

 

再
エ
ネ
事
業
の
可
能
性
調

査
の
結
果
、
二
酸
化
炭
素
を
削

減
す
る
上
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
や
啓
発
活
動
が
必
要

で
あ
る
と
さ
れ
た
。そ
の
た
め
、

環
境
省
の
重
点
対
策
加
速
化
事

業
に
よ
る
脱
炭
素
推
進
事
業
の

採
択
を
受
け
、
令
和
5
年
度
か

ら
令
和
10
年
度
ま
で
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
市
内
の
家
庭
向
け
と

事
業
者
向
け
に
補
助
事
業
を
創

設
し
、
太
陽
光
発
電
設
備
と
高

効
率
空
調
機
器
更
新
な
ど
を
対

象
に
補
助
金
を
交
付
。
公
共
施

設
の
高
効
率
空
調
設
備
更
新
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
交
換
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル

で
の
太
陽
光
発
電
設
置
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。

　
現
在
は
、
宅
配
業
者
の
再
配

達
削
減
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
削

減
の
た
め
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
導

入
事
業
を
継
続
実
施
し
て
い

る
。
令
和
6
年
度
は
、
新
た
に

市
内
小
中
学
校
を
対
象
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
の
テ
ー
マ
に
講

師
や
企
業
を
招
き
、
環
境
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

-

1

-

2

　

 

令
和
7
年
度
に
は
、
小
中

学
校
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端

末
の
更
新
時
期
を
迎
え
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
と
成
果

は
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
い
じ
め
問
題
や
画
像
の
流

出
、
闇
バ
イ
ト
へ
の
恐
怖
な
ど

と
背
中
合
わ
せ
に
あ
る
。
よ
り

安
全
に
学
習
の
ツ
ー
ル
と
し
て

利
用
し
て
い
く
た
め
の
考
え

は
。

　

 

令
和
6
年
4
月
に
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
中
で
、
授
業
で
Ｐ
Ｃ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
ど
の
程
度
使
用
し
た
か
と
い

う
項
目
が
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
毎
日

も
し
く
は
週
3
回
以
上
使
用
し

た
と
答
え
た
小
学
6
年
生
の
割

合
は
、
公
立
小
学
校
の
全
国
平

均
が
59
・
5
％
、
県
平
均
が

65
・
1
％
に
対
し
て
、
市
内
の

小
学
校
は
76
・
2
％
で
全
国
平

均
よ
り
17
ポ
イ
ン
ト
程
度
高

い
。
ま
た
、
中
学
校
3
年
生
に

対
す
る
同
様
の
調
査
に
お
い
て

も
、
全
国
平
均
が
64
・
4
％
、

県
平
均
が
80
・
3
％
に
対
し
て
、

市
内
の
中
学
校
は
92
・
3
％
で

全
国
平
均
よ
り
28
ポ
イ
ン
ト
程

度
高
い
利
用
実
績
と
な
っ
て
い

る
。

　
成
果
と
し
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
を
日
常
的
な
学
習
に
利

用
で
き
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

操
作
能
力
も
十
分
向
上
し
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
。

　
特
に
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
を
使
用
し
自
分
の
考
え

を
視
覚
的
に
整
理
し
た
り
、
他

の
児
童
生
徒
と
互
い
の
考
え
を

交
流
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
た
り

し
て
い
る
こ
と
が
本
市
の
授
業

ス
タ
イ
ル
の
特
長
で
あ
る
。

　
な
お
、
昨
今
の
ネ
ッ
ト
社
会

の
危
険
性
に
鑑
み
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
使
用
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
保
護
者
に
と
っ
て
も

安
心
し
て
利
用
さ
せ
ら
れ
る
環

境
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ソ
フ
ト
の
利
用
制
限
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
の
責
任
と
し

て
対
応
す
べ
き
と
認
識
し
て
い

る
。

　
一
人
一
台
の
端
末
導
入
の
教

育
的
意
味
と
教
職
員
や
保
護
者

が
感
じ
て
い
る
課
題
を
整
理

し
、
学
校
に
混
乱
を
招
く
こ
と

な
く
保
護
者
の
納
得
も
得
ら
れ

る
よ
う
、
更
な
る
推
進
を
図
っ

て
い
く
。

Q-1�山県市が掲げる都市宣言について
Aまちづくりの理念としての都市宣言を目指す
Q-2�山県市「カーボン・マイナス・シティ宣言」について
A重点対策加速化事業を軸に事業に取り組む
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日
本
が
直
面
す
る
超
高
齢

化
社
会
で
あ
る
2
0
4
0
年
問

題
。
労
働
力
人
口
が
激
減
に
向

か
う
中
、
担
い
手
不
足
を
補
う

た
め
の
生
産
性
向
上
対
策
は
。

ま
た
、
各
企
業
が
長
い
年
月
を

か
け
て
蓄
積
し
て
き
た
知
恵
や

技
術
、
経
験
を
伝
承
す
る
先
人

の
数
は
こ
の
先
減
っ
て
い
く
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
が
叫
ば

れ
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
を
含
む
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
改
善
、
生
産
性
の
向

上
を
図
る
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
Ａ
Ｉ
が
食
品
の
目
利
き

を
し
、品
質
に
ブ
レ
を
な
く
す
、

熟
練
の
職
人
が
考
え
て
い
る
こ

と
を
Ａ
Ｉ
に
蓄
積
し
学
習
さ
せ

る
、
製
造
部
品
の
リ
ス
ク
を
見

抜
く
目
を
養
う
た
め
の
Ａ
Ｉ
な

ど
、
伝
承
・
継
承
課
題
を
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
解
決
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
現
れ
て
い
る
。
市
内
で

も
既
に
取
り
組
み
出
し
て
い
る

企
業
が
あ
る
。
市
内
企
業
の
活

力
向
上
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
伝
承
等
、
全
国
の
モ
デ
ル

と
な
る
よ
う
な
市
独
自
の
取
り

組
み
の
支
援
、
推
進
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　

 

生
産
性
向
上
対
策
と
し
て
、

事
業
者
に
対
し
中
小
企
業
等
活

性
化
補
助
金
を
活
用
し
て
、
直

接
生
産
性
が
向
上
す
る
よ
う
機

械
設
備
導
入
の
支
援
を
行
っ
て

き
た
。
ま
た
、
市
内
や
本
市
近

郊
の
高
校
を
対
象
と
し
た
や
ま

が
た
地
元
企
業
説
明
会
や
、
商

工
会
と
連
携
し
た
元
気
な
会
社

づ
く
り
講
演
会
な
ど
を
開
催

し
、
地
元
企
業
や
補
助
金
等
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
で
担
い
手

不
足
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
も
、
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク

だ
け
で
な
く
専
門
的
な
業
務
も

効
率
化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
創

造
的
な
仕
事
に
集
中
で
き
る
な

ど
、
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
Ａ
Ｉ

へ
の
理
解
度
不
足
や
、
日
々
の

業
務
に
迫
ら
れ
る
中
で
の
導
入

な
ど
が
企
業
に
よ
っ
て
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
中
小

企
業
で
は
ま
だ
ニ
ー
ズ
が
低
い

と
推
測
す
る
。
そ
の
よ
う
な
中

で
も
、
本
市
に
は
Ａ
Ｉ
を
導
入

す
る
こ
と
で
労
働
力
人
口
激
減

へ
の
対
応
を
進
め
て
い
る
企
業

も
あ
る
た
め
、
導
入
内
容
や
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
本
市
独
自

の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

寺町 祥江 議員

武藤 孝成 議員
　
　

 

令
和
5
年
か
ら
自
転
車

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

努
力
義
務
と
な
っ
た
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
は
命
に
関
わ
る
問

題
で
あ
る
。
高
校
生
以
上
に
対

す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
補
助

事
業
の
創
設
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
 

令
和
元
年
か
ら
令
和
5
年

ま
で
の
5
年
間
に
、
県
内
で
自

転
車
乗
車
中
に
死
亡
ま
た
は
ケ

ガ
を
し
た
人
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
率
は
、小
学
生
が
約
75
％
、

中
学
生
が
約
65
％
に
対
し
、
高

校
生
は
約
3
％
と
極
め
て
低

い
。
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、

高
校
生
以
上
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
重

要
で
あ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

が
自
転
車
乗
用
中
の
事
故
に
よ

る
人
的
被
害
の
予
防
に
効
果
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
も
自
転
車
運
転
に
お
け

る
交
通
安
全
の
啓
発
を
継
続
し

て
い
く
と
と
も
に
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
補
助
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
は
、
対
象
や
金
額
な
ど
も

含
め
、
補
助
制
度
が
あ
る
自
治

体
の
成
果
も
調
査
し
検
討
し
て

い
く
。

　
　

 

全
国
各
所
で
水
道
水
等

か
ら
濃
度
の
高
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が

検
出
さ
れ
、
住
民
に
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
。
市
の
水
道
水
や

河
川
等
の
水
は
問
題
な
い
か
。

　

 

本
市
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
水
質
検
査
状
況
は
、
令
和
5

年
8
月
に
12
カ
所
の
取し

ゅ

水す
い

井せ
い

の

水
質
検
査
を
実
施
し
、
す
べ
て

不
検
出
と
な
っ
て
い
る
。
令
和

6
年
度
は
、
令
和
5
年
度
に
実

施
し
て
い
な
い
取
水
井
7
カ
所

の
検
査
を
実
施
す
る
。
こ
れ
を

繰
り
返
し
、
2
年
間
で
す
べ
て

の
取
水
井
の
検
査
が
完
了
す
る

こ
と
に
な
る
。
今
後
は
、
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
に
係
る
検
査
基
準
等
の
法

改
正
も
含
め
、
国
の
動
向
を
十

分
注
視
し
な
が
ら
、
検
査
の
拡

充
を
進
め
て
い
く
。

　
市
内
の
河
川
と
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
最
終
処
分
場
の
排
水

に
つ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
防
止

法
や
国
が
定
め
る
省
令
に
基
づ

き
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
る

が
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
含
む
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
に
関
す
る
検
査

は
行
っ
て
い
な
い
。
県
は
一
級

河
川
の
流
入
口
を
環
境
基
準
点

と
定
め
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
状
況
検
査

を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
今
後

は
河
川
管
理
の
検
査
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
追
加
検
査
に
対
し

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

-

1

-

2

Q-1�自転車乗車中のヘルメット着用について
A着用率向上に向けて啓発を続ける
Q-2�水道水等のＰＦＡＳ問題について
A検査の追加や拡充について検討していく
※�ＰＦＡＳ（ピーファス）とは、有機フッ素化合物の総称であり、�
化学的に安定しているため自然界で分解されない。

Q �労働力人口の減少に新たな支援策を
A �ＡＩの活用状況を確認しながら検討する
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田中 辰典 議員
　

 

市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
の
設
置
や
高

効
率
機
器
の
入
れ
替
え
に
対
し

て
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
。こ
れ
に
は
、

家
庭
用
補
助
金
と
事
業
用
補
助

金
が
あ
る
。

① 

令
和
6
年
度
の
補
助
金
の
交

付
状
況
は
。

② 

補
助
金
制
度
の
効
果
と
、
令

和
7
年
度
以
降
の
予
定
は
。

　

 ①
市
内
家
庭
向
け
に
32
件
、
市

内
事
業
者
向
け
に
10
件
の
申
請

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
交
付
決
定

を
行
っ
た
。

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
促
進
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
を
図
る
た
め
、
補
助
金

事
業
と
し
て
、
再
エ
ネ
補
助
金

と
省
エ
ネ
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。

　
再
エ
ネ
補
助
金
の
効
果
と
し

て
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
か
ら

生
ま
れ
る
電
力
を
家
庭
や
施
設

内
で
消
費
す
る
こ
と
に
よ
り
、

電
力
会
社
か
ら
購
入
す
る
電
力

量
の
使
用
を
抑
え
る
た
め
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
省
エ
ネ
補
助
金
の
効

果
と
し
て
は
、
従
来
の
空
調
機

器
や
給
湯
機
器
に
対
し
て
30
％

以
上
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削

減
効
果
が
得
ら
れ
る
機
器
へ
の

更
新
が
さ
れ
て
い
る
。

　
令
和
7
年
度
以
降
の
予
定
に

つ
い
て
は
、
環
境
省
の
重
点
対

策
加
速
化
事
業
が
終
了
す
る
令

和
10
年
度
ま
で
毎
年
度
精
査
し

な
が
ら
計
画
的
に
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

Q �山県市カーボン・マイナス・シティ
推進補助金について

A �重点対策加速化事業を活用して�
制度を構築する

山県市議会主催
報告会・意見交換会を開催します

　市民の皆さんに山県市議会が行ってきた活動などの報告と、ご意見を伺う会を企画いたしました。
　議会活動について、皆さんのご意見をお聞かせください。
　ぜひ、この機会にお誘いあわせのうえ参加してください。
　よろしくお願いいたします。

日にち　令和 7 年 2 月 8 日（土）
時　間　午後 1 時30分～ 3 時
場　所　富岡公民館　山県市西深瀬1113- 1

テーマ
　〈総務産業建設委員会〉
　　・公共交通について
　　・鳥獣被害について
　〈厚生文教委員会〉
　　・引きこもり支援について
　　・地域コミュニティの形成について ▲ 過去の意見交換会の様子
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徳
島
市
役
所
が
あ
る
ひ
ょ

う
た
ん
島
で
は
、
島
を
取
り

巻
く
川
の
各
所
に
船
が
着

き
、
人
が
乗
り
降
り
で
き
る

川
の
駅
等
を
整
備
し
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
を
図
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
活
用
し
新
た
な
人

の
流
れ
や
に
ぎ
わ
い
創
出
な

ど
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
こ

と
が
川
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
想
で
あ
る
。

　
ひ
ょ
う
た
ん
島
で
は
20
年

以
上
か
け
、
親
水
公
園
の
整

備
や
青
石
に
よ
る
護
岸
修
景

等
を
行
い
、
4
つ
の
川
の
駅

を
整
備
し
た
。

　
ま
た
、
徳
島
大
学
と
業
務

締
結
し
、
学
生
か
ら
新
た
な

提
案
を
受
け
た
。
そ
の
一
つ

で
あ
る
川
の
駅
図
書
館
の
社

会
実
験
を
令
和
2
年
度
に
実

施
し
、
現
在
も
運
営
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
蔵
書
は
寄
附

で
賄
わ
れ
て
い
る
。

　
水
上
タ
ク
シ
ー
も
運
航
さ

れ
て
い
る
が
、
天
候
な
ど
に

よ
っ
て
は
運
航
で
き
な
い
た

め
、
公
共
交
通
と
の
連
携
は

で
き
て
い
な
い
が
、
川
の
駅

に
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
設

置
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
こ
の
拠

点
を
利
用
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
お
り
、
に
ぎ
わ
い

が
創
出
さ
れ
て
い
る
。

　
川
の
駅
を
整
備
し
た
こ
と

に
よ
り
、
親
し
む
市
民
が
増

え
、
魅
力
が
市
外
に
伝
わ
り

楽
し
む
市
外
の
人
が
増
え

る
。
す
る
と
、
市
民
が
誇
り

を
感
じ
、
親
し
む
市
民
が
増

え
る
。
こ
う
い
っ
た
好
循
環

を
創
出
し
、今
後
も
更
に「
川

の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
」

を
推
進
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
洲
本
市
は
人
口
が
毎
年
約

6
0
0
人
減
少
し
て
お
り
、

令
和
6
年
4
月
に
人
口
戦
略

会
議
が
発
表
し
た
消
滅
可
能

性
自
治
体
に
指
定
さ
れ
た
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
移

住
支
援
や
促
進
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。

　
H
P
の
淡
路
島
洲
本
移
住

ナ
ビ
に
は
、
空
き
家
や
移
住

支
援
制
度
な
ど
の
実
用
的
な

情
報
の
ほ
か
に
、
実
際
に
移

住
し
た
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
非
常

に
見
や
す
い
作
り
と
な
っ
て

い
る
。
洲
本
市
移
住
Ｂ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
と
い
う
冊
子
も
作
成
し
、

紙
媒
体
で
も
対
応
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
実
際
に
移
住
し
た

人
が
城
下
町
洲
本
移
住
相
談

所
を
開
設
し
、
移
住
希
望
者

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
移
住

後
の
相
談
場
所
と
し
て
活
用

し
て
い
る
。

　
お
試
し
住
宅
と
し
て
用
意

し
て
い
る
都
市
農
村
交
流
施

設「
宙 

─
お
お
ぞ
ら
─
」は
、

常
に
満
室
の
状
態
で
あ
る
。

移
住
の
意
志
を
確
認
し
、
住

ま
い
や
仕
事
探
し
、
下
見
に

活
用
で
き
る
。

　
定
住
促
進
住
宅
は
、
子
ど

も
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま

で
入
居
が
可
能
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
市
外
か
ら
の
子
育
て

世
帯
の
定
住
を
促
し
、
急
速

な
人
口
減
少
へ
の
対
策
と
同

時
に
、
複
式
学
級
の
解
消
を

目
指
す
効
果
を
期
待
し
、
開

始
さ
れ
た
。
開
始
後
は
児
童

数
が
徐
々
に
増
え
、
令
和
2

年
度
以
降
は
複
式
学
級
が
解

消
し
た
実
績
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
し

な
が
ら
移
住
支
援
制
度
を
今

後
も
見
直
し
、
推
進
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
小
野
市
は
平
成
11
年
2
月

に
民
間
出
身
の
市
長
が
誕
生

し
、
基
本
理
念
を
全
国
一
律

で
な
く
主
体
性
の
あ
る
自
立

し
た
自
治
体
を
目
指
す
と

し
、25
年
間
継
続
し
て
い
る
。

行
政
経
営
戦
略
の
4
つ
の
柱

は
、
市
民
を
顧
客
と
捉
え
た

顧
客
満
足
主
義
、成
果
主
義
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
、
後
手
か
ら

先
手
管
理
で
あ
り
、
行
政
も

経
営
と
い
う
考
え
方
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
顧
客
満
足
主
義
の
取
り
組

み
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
「
ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
」

が
市
内
11
ル
ー
ト
、
1
7
5

停
留
所
、
9
台
体
制
で
運
行

し
て
お
り
、
令
和
6
年
度
は

21
万
人
が
利
用
す
る
見
込
み

と
の
こ
と
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
補
完
す
る
た

め
、令
和
4
年
10
月
か
ら「
ら

ん
♡
ら
ん
タ
ク
シ
ー
」
が
運

用
さ
れ
て
お
り
、
利
用
し
や

す
い
体
制
と
し
て
い
る
。

　
報
・
連
・
相
の
仕
組
み
に

つ
い
て
、
全
職
員
で
情
報
を

共
有
一
元
化
し
て
お
り
、
庁

内
ｗ
ｅ
ｂ
で
閲
覧
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
職
員
の
問
題

意
識
の
醸
成
と
情
報
整
理
能

力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
市
長
へ
の
手
紙
と

い
う
ハ
ガ
キ
も
用
意
さ
れ
て

お
り
、
市
民
が
市
長
へ
直
接

声
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
べ
て
文
書
で
回
答
す

る
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
市

民
の
意
見
を
市
政
へ
反
映
す

る
こ
と
と
、
職
員
の
問
題
解

決
能
力
の
醸
成
を
目
的
と
し

て
お
り
、
受
付
か
ら
回
答
ま

で
の
時
間
も
管
理
し
、
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　
こ
の
基
本
理
念
に
従
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
実
現
し

て
い
る
が
、
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大
き
い
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
政
策

を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
現

さ
せ
る
か
は
、
各
部
署
や
職

員
の
役
割
が
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
効
率
的
な
組
織
運
営

の
カ
ギ
と
な
る
。

�

（
文
責　
奥
田
真
也
）

総
務
産
業
建
設
委
員
会 

行
政
視
察
研
修
報
告
　
11
月
13
日
～
14
日

ひ
ょ
う
た
ん
島
川
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て

�

【
徳
島
県
徳
島
市
】

移
住
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

�

【
兵
庫
県
洲
本
市
】

小
野
市
の
行
政
経
営
手
法
に
つ
い
て

�

【
兵
庫
県
小
野
市
】

▲ ひょうたん島　周遊船

▲ 洲本市役所

▲ 小野市役所
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ま
も
り
や
ま
テ
ラ
ス
は
旧

守
山
小
学
校
の
建
物
を
活
用

し
、
区
立
守
山
地
区
会
館
、

区
立
守
山
保
育
園
、
ま
も
り

や
ま
工
房
か
ら
な
る
複
合
施

設
で
あ
る
。
小
学
校
で
あ
っ

た
と
き
か
ら
続
く
地
域
と
の

交
流
や
、
に
ぎ
わ
い
を
つ
く

る
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
り
、
ま
も
り

や
ま
テ
ラ
ス
の
会
が
中
心
と

な
り
運
営
を
し
て
い
る
。

　
地
区
会
館
は
、
小
中
学
生

が
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
よ

う
柔
軟
な
利
用
制
限
を
設
け

て
お
り
、
高
齢
者
か
ら
子
ど

も
ま
で
す
べ
て
の
世
代
の
地

域
交
流
の
場
と
な
っ
て
い

た
。

　
保
育
園
は
、
複
合
施
設
を

存
分
に
活
用
し
た
取
り
組
み

を
し
て
お
り
、
小
学
生
等
が

利
用
し
な
い
時
間
帯
は
、
施

設
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育

館
な
ど
を
広
々
と
活
用
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
さ
れ
て

い
た
。

　
ま
も
り
や
ま
工
房
は
、
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
と

し
て
の
機
能
を
備
え
て
お

り
、
利
用
者
が
活
用
し
や
す

い
よ
う
旧
校
舎
か
ら
大
き
く

改
装
さ
れ
て
い
た
。
利
用
者

が
販
売
し
て
い
る
お
菓
子
や

コ
ー
ヒ
ー
を
保
育
園
の
保
護

者
や
地
域
の
人
が
購
入
し
て

お
り
、
同
一
施
設
内
で
活
動

す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が
い

へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
た
。

　

ま
も
り
や
ま
テ
ラ
ス
は
、

学
校
が
廃
校
と
な
る
と
地
域

が
廃
れ
る
と
い
う
固
定
概
念

に
と
ら
わ
れ
ず
、
複
合
施
設

と
す
る
こ
と
で
地
域
の
交
流

を
後
押
し
し
、
地
域
活
性
化

の
一
助
と
な
る
場
で
あ
っ

た
。
廃
校
施
設
が
あ
る
山
県

市
に
お
い
て
も
、
今
後
の
新

た
な
考
え
方
を
取
り
入
れ
る

良
い
機
会
と
な
っ
た
。

�

（
文
責　
河
合
雅
俊
）

　
江
戸
川
区
は
、
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な

国
や
地
域
で
生
ま
れ
育
っ
た

人
た
ち
が
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
す
べ
て

の
人
が
地
域
の
一
員
と
し
て

共
に
生
き
る
、
多
文
化
共
生

の
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
人

口
約
70
万
人
の
都
市
で
あ

る
。

　
令
和
3
年
に
引
き
こ
も
り

の
実
態
を
把
握
す
る
大
規
模

な
調
査
を
行
い
、
18
万
余
り

の
世
帯
に
調
査
票
を
郵
送
し

た
。
回
答
が
な
か
っ
た
世
帯

に
は
直
接
訪
問
し
回
答
を
求

め
、約
10
万
世
帯（
57・1
％
）

か
ら
回
答
を
得
た
。
そ
の
結

果
、
7
9
1
9
人
の
引
き
こ

も
り
状
態
の
人
が
お
り
、
14

歳
以
下
の
不
登
校
の
子
ど
も

1
1
1
3
人
な
ど
と
合
わ
せ

る
と
、
区
内
に
引
き
こ
も
り

の
人
が
9
0
9
6
人
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
支
援
が
必

要
な
い
と
回
答
し
た
か
ら

放
っ
て
お
け
ば
い
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
行
政
や
周

囲
の
人
が
、「
い
つ
で
も
頼
っ

て
い
い
よ
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
し
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
、
一
つ
だ
け
の
選

択
肢
で
は
な
く
、
複
数
の
可

能
性
を
探
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
関
わ
れ
る
機
関
が
あ
れ

ば
、
つ
な
が
り
先
を
多
く
持

つ
こ
と
が
で
き
る
。そ
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
を
活

用
し
、
多
く
の
場
へ
と
つ
な

が
る
重
層
的
な
支
援
が
可
能

に
な
る
。

　
江
戸
川
区
の
地
域
共
生
社

会
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し

て
、
山
県
市
で
も
8
0
5
0

問
題
な
ど
地
域
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
け
た
ら
よ
い
と

思
っ
た
。

�

（
文
責　
吉
田
昌
樹
）

　
子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ
は
、「
出

会
う
、
集
う
、
語
る
、
つ
な

が
る
。
地
域
み
ん
な
で
子
ど

も
を
育
て
る
。」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
、
令
和
3
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
妊
娠
期
か

ら
18
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ

て
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
子
育
て
拠
点

施
設
で
あ
る
。
す
べ
て
の
妊

婦
に
対
し
面
談
を
行
い
、
支

援
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と

で
、
出
産
後
の
育
児
支
援
や

心
の
健
康
維
持
を
図
っ
て
い

る
。
保
健
相
談
所
、
子
ど
も

支
援
セ
ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン

タ
ー
、
子
ど
も
発
達
相
談
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
持
ち
、
子

ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
面
接
の
相
談
事
業
、
巡
回

相
談
や
保
育
所
等
訪
問
支
援

事
業
も
行
う
。
子
育
て
支
援

の
フ
ロ
ア
、
健
診
・
保
健
の

フ
ロ
ア
、
専
門
相
談
の
フ
ロ

ア
を
一
体
化
し
た
施
設
に

「
日
常
に
溶
け
込
む
場
所
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
る

カ
フ
ェ
、
ア
ト
リ
エ
、
プ
レ

イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
子
ど
も

の
創
造
性
や
表
現
活
動
を
広

げ
、
親
子
で
過
ご
す
場
と
し

て
と
て
も
居
心
地
の
良
い
空

間
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
総
合
拠

点
施
設
の
開
設
に
向
か
う
山

県
市
で
も
、
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
多
様
な

視
点
か
ら
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
の
育
ち
を
支
え
る
体
制

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

�

（
文
責　
寺
町
祥
江
）

厚
生
文
教
委
員
会 

行
政
視
察
研
修
報
告
　
10
月
28
日
～
29
日

▲ 守山保育園　視察の様子

ま
も
り
や
ま
テ
ラ
ス�

【
東
京
都
世
田
谷
区
】

江
戸
川
区
役
所�

【
東
京
都
江
戸
川
区
】

子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ�

【
東
京
都
渋
谷
区
】

▲ 江戸川区役所

▲ 屋上庭園　視察の様子▲ 子育てネウボラ
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令和 7 年第 1 回（3 月）
議会定例会予定令和 7 年第 1 回（3 月）定例会　本会議の提案説明と

一般質問をチャンネル長良川で放送します。

市ホームページで各議員の一般質問の開始時間を
放送日の 2、3 日前に公開します。

2月27日㈭ 本会議（開会・提案説明）
3月10日㈪ 本会議（質疑）

12日㈬ 総務産業建設委員会
13日㈭ 厚生文教委員会
17日㈪ 本会議（一般質問）
18日㈫ 本会議（一般質問）

21日㈮ 本会議（委員長報告・質疑・
討論・採決・閉会）

市ホームページ（山県市議会）
にアクセスできます。

3 月 28日（金）12時～CCN12
3月 30日（日）17時～CCN12（サブチャンネル）

※会議は、原則午前 10 時から開会します。
※ 傍聴を希望する場合は、傍聴受付で傍聴券を受け取

り、入場してください。
※ 日程を変更することもありますので、事前に議会事務

局（22-6840）に問い合わせしてください。

山県市議会

テレビ放映のお知らせ

【
委
員
長
】	 加
藤 

義
信

【
副
委
員
長
】	 田
中 

辰
典
【
委
　
　
員
】	 操
　 

知
子

	

川
島 

亜
也

	

河
合 

雅
俊

　
旧
暦
で
は
立
春
が
一
年
の
始
ま
り
、
節
分
は
大
晦
日

に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
節
目
を
迎
え
る
今
、
厳
し
い
寒

さ
の
中
に
も
少
し
ず
つ
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
年
の
始
ま
り
に
あ
た
り
、
希
望
を
胸
に
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
中
、
昨
今
の

気
候
変
動
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
災
害
へ
の
備
え
環
境

保
全
へ
の
取
り
組
み
は
重
要
で
す
。
議
会
と
し
て
も
市

民
の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
共
に
解
決
策

を
見
出
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
余
寒
厳
し
き
折
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
の
う
え
健
や
か
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

�

（
文
責　
川
島　
亜
也
）

編
集
委
員

編
集
後
記

議会活動日誌

10月 11月 12月
 4日㈮ 議会報編集委員会
 6日㈰ 市ふるさと栗まつり
 9日㈬  第19回全国市議会
10日㈭  議長会研究フォーラム

in盛岡
14日㈪  「清流の国ぎふ」文化祭

2024　開会式
  「清流の国ぎふ」に 

天皇皇后両陛下を 
お迎えするつどい

15日㈫  県木材利用推進協議会
要望活動

18日㈮  議会改革調査特別委員会
21日㈪ 議会報編集委員会
25日㈮  令和6年第2回岐阜地域

児童発達支援センター
組合議会定例会

27日㈰  第73回県消防操法大会
28日㈪  厚生文教委員会
29日㈫ 行政視察研修

 1日㈮ 市戦没者追悼式
 3日㈰  第22回やまがた社会

福祉大会
 5日㈫ 地方自治連絡協議会
10日㈰ はなぞの北幼稚園運動会
12日㈫  中濃十市議会議長会 

議員研修会
13日㈬  総務産業建設委員会
14日㈭ 行政視察研修
16日㈯  「家族のきずな」 

エッセイ表彰式
17日㈰  市文化・歴史講演会＆

無形民俗文化財公演会
＆体験会

18日㈪  全国過疎地域連盟 
第58回総会

22日㈮ 議会運営委員会
24日㈰  「清流の国ぎふ」文化祭

2024　閉会式
26日㈫ 全員協議会
28日㈭  第4回定例会本会議 

（開会･提案説明）

3日㈫ 議会運営委員会
6日㈮ 本会議（質疑）
 議会報編集委員会
7日㈯  市青少年育成推進大会・

ＰＴＡ連合会研究大会
合同大会

10日㈫ 総務産業建設委員会
11日㈬ 厚生文教委員会
13日㈮ 本会議（一般質問）
19日㈭  本会議（委員長報告・

質疑･討論･採決･閉会）
23日㈪  天皇皇后両陛下岐阜県

奉迎委員会総会
28日㈯  市消防団による年末夜

警実施に伴う出発式

▲ 年末夜警出発式
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